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令和２年駅北地区観光商業ゾーン整備・活性化促進特別委員会会議録 

 

 令和２年 ７月１０日（金曜日） 

   開  会  午前１０時００分 

   閉  会  午後 ０時１６分 

                                           

〇会議に付した事件 

１．観光インフォメーションセンターの取組について 

２．ロングランイベントについて 

３．民間活力ゾーンの検討状況について 

４．周辺環境について 

５．その他 

                                           

〇出席委員（１３名） 

 委 員 長  広 地 紀 彰 君    副委員長  森   哲 也 君 

 委 員  久 保 一 美 君    委 員  佐 藤 雄 大 君 

 委 員  貮 又 聖 規 君    委 員  西 田  子 君 

 委 員  前 田 博 之 君    委 員  大 渕 紀 夫 君 

 委 員  吉 谷 一 孝 君    委 員  小 西 秀 延 君 

 委 員  及 川   保 君    委 員  長谷川 かおり 君 

 委 員  氏 家 裕 治 君    議 長  松 田 謙 吾 君 

                                           

〇欠席委員（なし） 

                                           

〇説明のため出席した者の職氏名 

       副 町 長   古 俣 博 之 君 

       副 町 長   竹 田 敏 雄 君 

       企 画 課 長   工 藤 智 寿 君 

       経 済 振 興 課 長   冨 川 英 孝 君 

       経 済 振 興 課 参 事   臼 杵   誠 君 

       アイヌ総合政策課長   笹 山   学 君 

       経 済 振 興 課 主 幹   太 田   誠 君 

       経 済 振 興 課 主 幹   鵜 沢 友 寿 君 

       企 画 課 主 幹   喜 尾 盛 頭 君 

       アイヌ総合政策課主査   江 草 佳 和 君 
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〇職務のため出席した事務局職員 

       事 務 局 長   高 橋 裕 明 君 

       主 査   小野寺 修 男 君 
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      ◎開会の宣告 

○委員長（広地紀彰君） これより、駅北地区観光商業ゾーン整備・活性化促進特別委員会を開会

いたします。 

                                 （午前１０時００分） 

                                           

○委員長（広地紀彰君） 本日の委員会の日程等についてであります。 

 調査事項は、１項目め、観光インフォメーションセンターの取組について、２項目め、ロングラ

ンイベントについて、３項目め、民間活力ゾーンの検討状況について、４項目め、周辺環境につい

て、５項目め、その他についてであります。 

 このことについて町側から説明を受けて質疑を行います。 

 よって本日の会議は１日間といたします。ご意義ございませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（広地紀彰君） 異議なしと認めます。 

 それでは、５項目について一括して町側から説明をお願いします。 

 まず、１項目めの観光インフォメーションセンターの取組について説明を求めます。 

 竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） 説明に入る前に私から一言ご挨拶をさせていただきたいと思います。本

日はお忙しいところ説明の機会をいただきましてありがとうございます。民族共生象徴空間、ウポ

ポイについては明日、11日土曜日に開業式典、そして12日日曜日にいよいよ開業を迎えることとな

りました。新型コロナウイルス感染症の影響により、これまで２度の延期を余儀なくされたところ

でありますが、アイヌ文化の保存、伝承のナショナルセンターとして、その役割が末長く機能され

ることを願うとともに、ウポポイの所在自治体として、その成功に最大限の努力をしていきたいと

考えております。本町におけるウポポイの開設を将来のまちづくりの最大の好機と捉え、まち全体

の活性化の起点としてＪＲ白老駅北側に駅北観光商業ゾーンの整備を目指し、取組を進めていると

ころであります。本日は担当より、現在の進捗状況等を中心に説明をさせていただきます。委員の

皆様におかれましては、忌憚のないご意見等を賜りますようお願い申し上げます。本日はどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 本日、駅北地区観光商業ゾーン整備・活性化促進特別委員会の開

催に当たりまして、この後の流れについて簡単にご説明させていただきたいと思います。 

 本日の調査事項につきましては、１つ目が観光インフォメーションセンターの取組についてでご

ざいまして、それぞれ開館以降の入込状況、取扱品目等の状況、それから人員業務体制についてご

説明をさせていただきたいと思っております。 

 ２つ目のロングランイベントにつきましては、白老町の主催するロングランイベント、それから

北海道の主催する事業についてご説明をさせていただきたいと思います。 

 それから、３つ目、民間活力ゾーンの検討状況につきましては、これまでの取組、今後の方針に



 4 

ついてご説明させていただきます。 

 ４つ目、周辺環境についてでございますが、大型バス駐車場、それから白老駅臨時改札等の状況、

それと交流促進バスの運行について、それぞれの項目についてご説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 先ほど副町長からも申し上げましたとおり、いよいよ７月12日開業ということになってございま

して、我々担当といたしましても当初４月24日、それから５月29日とそれぞれに向かっていろいろ

な部分で準備を進めてまいりまして、最後７月12日についてはぎりぎりまで日程が決まらないとい

うことでございましたので、なかなか調整等々が難しいことがございましたけれども、開業に合わ

せて、いよいよ特に４番目の臨時改札あるいは交流促進バスの町内を周遊させたりする仕組みとい

たしまして、12日から滞りなく実施できるよう準備を進めてきたつもりでございます。そういった

部分も含めてご説明をさせていただきたいと思いますので、本日はどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（広地紀彰君） 太田経済振興課主幹。 

○経済振興課主幹（太田 誠君） それでは、私から調査事項１、観光インフォメーションセンタ

ーの取組について、２、ロングランイベントについて説明させていただきます。 

 まず（１）、開館以降の入込状況についてでございます。観光インフォメーションセンターについ

ては、４月１日から観光情報の発信や物販ブースでの特産品の展示販売を行う予定でございました

が、新型コロナウイルス感染症の影響により観光案内機能のみで営業してまいりました。５月25日

に緊急事態宣言が解除されたことから、５月28日からアイヌ工芸品などの物販の一部を再開したと

ころであり、７月４日からお土産や飲食物の販売をスタートさせました。総入館者数として４月か

ら６月の営業日数は合計で54日間あり、１万795人でございます。そのうち、右側のほうが観光案内

を利用した客数となっております。１日平均でいくと200人くらいになっております。７月に入って

から、こちらに記載がございませんが７月８日までの８日間の入館者数は3,827人でございます。１

日平均にならすと約480人でございます。特に７月５日、日曜日には1,183人の入館者を記録したと

ころでございます。 

 続きまして、（２）、取扱品目等の状況についてでございます。７月４日から土産物の食品の販売

を始めたところでございます。シイタケ、タラコ、白老牛など地元食材を使用した加工食品やアイ

ヌ民族の食文化にちなんだ商品の販売をさせていただいております。下の表の広域観光・特産品展

示ＰＲスペースにおいては約400品で食品が約250品、白老町産品、胆振管内の産品、四季彩街道近

郊の産品、姉妹都市の産品、ナショナルブランド等を中心に雑貨工芸品が約150品ありますので、こ

れと合わせて400品となっております。 

 続きまして、下の新商品ＰＲスペースということで軽飲食５品９種ということでソフトクリーム、

ミニおにぎり、ユク饅、スイーツ、パンを地元の事業者に協力していただきながら商品をそろえて

おります。この後も、エントソフトの販売も予定しておりますし、町内事業者の新商品の募集も随

時取り扱う次第でございます。酒類の販売もこのＰＲスペースでビール・ワイン・日本酒等とする

予定でございます。 

 続きまして、３ページ目、（３）、人員業務体制でございます。この観光インフォメーションセン
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ターの管理運営に当たっては、白老駅北観光商業ゾーンの基本計画に基づいて観光商業の情報発信

機能、休憩・交流機能、地域連携機能の３つを柱に地域の特性を生かしたサービスの提供と安全で

快適な施設を維持するため適正に管理に努めていくものでございます。観光インフォメーションセ

ンターについては４月１日から３月31日の間で営業時間が午前８時から午後６時ということで、年

末年始の12月29日から１月３日までが休館日となっております。そういった中で、白老の観光協会

に指定管理をして、利用施設の適正な管理運営、観光情報及び地域情報等の発信、地域、広域観光

特産品の展示、販売、新商品ＰＲの販売、着地型観光、体験プログラムの提供及び販売等を行って

いただいているところでございます。 

 運営体制としては、総合調整・管理、物販担当として正職員１名で観光協会の職員でございます。

昨年、北海道のご紹介をいただいて採用いたしました。②として、広域観光・特産品展示ＰＲ販売

は臨時職員２名で対応させていただいております。そのほか新商品ＰＲスペースの運営は臨時職員

３名、観光情報案内については観光協会の職員２名ということで、１名は観光協会の職員で１名は

地域おこし協力隊という形になっております。そのほかに事務室には観光協会の職員として４名お

り、このような人員体制の中でインフォメーションセンターの管理運営に努めているところでござ

います。 

 続きまして、調査項目２のロングランイベントについてでございます。（１）、白老町主催事業に

ついてでございます。開催目的については、ウポポイの開業に併せて本町の持つ豊かな観光資源を

活用したイベントを開催することによって、アイヌ文化をはじめとした観光資源を広く発信して、

北海道が行う民間活力導入区域で実施するイベントと連携を図りながら賑わいの創出を図っていき

たいと思っております。また、イベントを開催するに当たっては新北海道スタイルの７つの習慣化

の安全対策を徹底して、新型コロナウイルス感染拡大防止にも努めながら、イベントを開催してい

きたいと思っております。開催場所はインフォメーションセンターのポーチ、ポロトミンタラ交流

広場、園路等を活用しながら行っていきたいと思っております。開催期間は７月12日ウポポイの開

業日から10月上旬の土日、祝日を予定しております。計14回くらいになるかと思います。イベント

の内容は、７月12日開業日にはアイヌ協会のご協力をいただいてオハウの無料提供、白老産野菜・

花苗・鉢花の直売会、餅・団子の直売、いぶりウポポイウェルカムキャンペーンのＰＲは胆振総合

振興局のご協力をいただいて、ウポポイの入場券を提示すると胆振管内の飲食店や観光施設などで

お得なサービスを受けられるという制度を開業日から９月30日まで実施しますので、それのＰＲの

ため胆振総合振興局の協力を得て開催いたします。18日、19日、23日、24日、25日、26日について

は、白老産野菜の直売会を中心に白老バーガーなど餅・団子、25日、26日に関しては姉妹都市つが

る市の特産品の直売会も行います。こちらについては、やはりコロナ禍の中、保健所にお伺いした

ところなかなか飲食を伴うイベントというのは実施しているところが少ないため、あまり保健所の

許可がいらない形で野菜の直売会を中心に７月は実施したいと考えております。８月以降に関して

は、もちろんコロナの状況を見ながらだとは思いますが、白老の笑顔まつりですとか、子供向けの

イベント、ミニ音楽ライブ、フリーマーケット、そして白老の特産品をフル活用した大きめのイベ

ントなどもできるのであれば実施したいという考えでございます。チラシも参考資料としてつけさ

せていただきましたので、こちらは今週の11日の土曜日の新聞折り込みで配布されます。 
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 続きまして、（２）、北海道主催事業についてでございます。開催目的については、ウポポイの開

業に併せて、白老のイベントと同じですがアイヌ文化をはじめとする北海道の多彩な魅力を発信す

るとともに、地域・観光客の皆様の笑顔あふれるイベントを開催し、ウポポイ周辺の賑わいを創出

することを目的としという形になっております。開催場所については、民間活力導入区域というこ

とになっております。開催期間は７月12日、日曜日から８月下旬までの期間において実施いたしま

す。イベント内容は北海道観光情報コーナーの設置、アイヌ工芸品の展示・販売、刺しゅう体験等

の実施、常設プレハブショップとしてキッチンカーフェスティバルを８月７日から10日に開催、そ

のほかチャレンジショップ、これは地元の飲食店ですとかそういう部分を募集しているところであ

ると聞いております。 

○委員長（広地紀彰君） それでは、続きまして、３項目めの民間活力ゾーンの検討状況について

説明を求めます。 

 鵜澤経済振興課主幹。 

○経済振興課主幹（鵜澤友寿君） それでは、私から調査事項３の民間活力ゾーンの検討状況につ

いてご説明いたします。資料３を御覧ください。まず経緯であります。これまでプロポーザル審査

委員会を２回開催しております。１回目は平成31年３月27日に開催しております。事業候補者の決

定後、令和元年９月に事業候補者から事業協定解除に関する申出書の提出を受けまして、町として

事業撤退に合意したものであります。第２回目は令和元年８月21日に開催しております。１件の応

募がありましたが、評価点数が審査基準点に達しなかったため事業候補者の決定には至らなかった

ものでございます。 

 続きまして、これまでの検討状況と今後の方向性についてであります。これまで２回のプロポー

ザルが不調に終わったことから整備方法の再考も必要であると考えまして、ディベロッパーなどへ

資料の配布を行ったとともに、建物と駐車場一体の一括リース方式の検討などを進めてきました。

結果的には方針の決定には至っていない状況であります。現在のコロナ禍の影響から多くの事業者

が経営上の打撃を受けたことにより出店意欲の低下が顕著となっているため、今後につきましては

コロナ禍の推移や経済の状況を見極めながら、引き続き行政整備区域と一体となった賑わいの場を

創出するため、民間活力導入区域の事業者の誘致に努めてまいります。 

○委員長（広地紀彰君） それでは、続きまして、４項目めの周辺環境について説明を求めます。 

 太田経済振興課主幹。 

○経済振興課主幹（太田 誠君） それでは、４番目、周辺環境について私から説明させていただ

きます。（１）、大型バス駐車場についてでございます。大型バス第１駐車場、約50台、第２駐車場、

38台の管理運営については、駐車場用地を普通財産として貸付けを行い、一般社団法人白老観光協

会による独立採算で管理運営を行います。なお貸付料については普通財産の貸付料のほか、駐車場

整備に要した応分の費用についても納入していただくこととしております。運営方法でございます。

業務開始時期でございます。令和２年７月12日、ウポポイの開業日からとなっております。営業時

間については、ウポポイの営業時間に合わせて営業ということで夜間営業する場合は８時までなど

で営業させていただきます。休業日についてもウポポイの休業に合わせて運営を行う形になってお

ります。人員体制は常時３名でウポポイのバスの乗降場に１名、バス駐車場の管理棟に２名で第１
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駐車場が満車になれば１名の職員が第２駐車場に移動する形でございます。駐車料金については大

型・中型バスで１日2,000円、マイクロバスで1,000円になっており、業務内容については先ほども

申しましたがウポポイのバス乗降場での誘導、大型バス第１・第２駐車場での誘導、利用料金の徴

収、駐車場の維持管理、公衆トイレの清掃等となっております。 

 続きまして、（２）、白老駅臨時改札等の状況についてということで、①、白老駅臨時改札の設置

でございます。ウポポイの開業後、アイヌ文化の理解を目的とした来訪者が急増することからウポ

ポイへのスムーズな移動、町民の利便性向上を目的にＪＲ乗換跨線橋と自由通路を直接往来できる

臨時改札口を設置いたします。こちらも観光協会に業務委託をいたします。改札開始時期は令和２

年７月12日からとなっております。営業時間は８時半から18時までの間で特急列車、普通列車、上

り下り合わせて35便を対応いたします。休業日についてもウポポイの休業に合わせる形となってお

ります。人員体制は２名で、準備期間も含めると８時から13時まで及び13時から18時30分まで対応

するという形になっております。業務内容としては臨時改札における切符、定期券の確認で改札・

集札業務のみで現金の取扱いは行わないという形になっております。利用人数の把握ですとか、臨

時改札のところにＪＲのご協力を得て観光パンフレットのラックを置いていただけるようになりま

したので、そこで観光客等に対する簡単な観光案内なども実施できればと思っております。 

 続きまして、②の白老駅舎管理・清掃業務でございます。令和２年３月14日に供用開始の白老駅

舎内の観光トイレ・観光案内ブース・自由通路の維持管理、清掃業務を白老観光協会に委託いたし

ます。委託期間としては４月１日から３月31日、清掃箇所は観光案内ブース、観光トイレ、自由通

路となっております。休業日はございません。365日ということになっております。業務内容として

は清掃業務を１日４時間していただくことになっており、もちろんトイレットペーパーの補充です

とか、そういうこともしていただくということになっております。駅の観光案内ブースは観光イン

フォメーションセンターが開く時間と一緒で８時から18時まで駅の観光案内ブースは無人ですが置

いています。一応パンフレットの補充などもこの清掃に合わせてしていただくことになっておりま

す。 

 続きまして、（３）、交流促進バスの運行についてでございます。こちらもウポポイの開業に合わ

せて来訪者の円滑な移動を支えるために、また町内の回遊性を促進するために白老駅を起点にウポ

ポイ、ポロトミンタラ、また飲食店を回る市街地巡回バスを運行する予定でございます。業務の委

託先は白老観光バスでございます。運行開始時期は７月12日からになっております。運行台数は２

台となっております。休業日はウポポイの開業に合わせる形でございます。利用料金は１乗車100

円、業務内容は交流促進バスの運行、利用料金の徴収、バスの維持管理、利用人数の把握です。運

行便数は26便です。 

○委員長（広地紀彰君） ただいま説明が終わりました。 

 ここで質疑をお受けします。質疑がありましたらどうぞ。 

 ４番、貮又聖規委員。 

○４番（貮又聖規君） ４番、貮又でございます。私からは、資料１の観光インフォメーションセ

ンターの取組についての１枚目の関係です。観光協会の職員の皆様には朝８時のオープンから対応

いただいており、休日返上で夜もかけて奮闘されておられるところを間近に見させていただいて、
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本当に感謝しているところでございます。その中において今後、駅北インフォメーションセンター

の入込客数のカウントの仕方が重要なのかと思うのです。ここでは、例えば総入館者数１万795名、

そして観光案内の利用者数が2,568名ということで、観光案内の利用者数は実際に対応しますから、

これはきちんとした実数であります。その中において、こちらのセンターは物販で実際にレジを通

すお客様の数と、例えば車１台で４人の家族が来たときに買物をするのは代表の方ですから、そこ

で買物をすると１カウントになります。でも残りの３名の方々がいらっしゃいます。そういった方

のカウントの仕方を確認させていただきたいと思います。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） カウントについては、物販の実数とかそういうものではなくて入

り口に自動でカウンターがついておりますので、それを通って行ってきたということで、それが積

み上がっての数字になっております。 

○委員長（広地紀彰君） ４番、貮又聖規委員。 

○４番（貮又聖規君） 今、お話を聞かせていただいて、これはとてもいい取組だと思ったのです。

今、ＤＭＯとしても市場分析、マーケティングをしながらどう戦略を打つかということですので、

今までですと人がカチカチとカウントするイメージでしたが、それが自動的になるということは我

がまちの観光の市場調査的なところでいくと画期的な土台ができたと感じました。 

○委員長（広地紀彰君） それでは、ほかの委員の質疑をお受けします。 

 12番、長谷川かおり委員。 

○１２番（長谷川かおり君） 長谷川です。観光インフォメーションセンターの取組について、２

ページ目に取扱品目の状況があります。それに付随しまして、白老町を盛り立てようということで

実は白老町のまちおこしのために天童よしみさんの元気まち音頭のテープをかなり前に販売しなが

ら、まち全体で盛り上げようということで小学校の運動会のときも家族と一緒に踊るというものが

ありました。そして、白老町のカラオケの協会の方から札幌のこのテープを起こした関連の方にカ

ラオケのＣＤがないかという問い合わせがありまして、それを何とか白老町でまちおこしのために

ＣＤを起こして販売してはどうか。何かイベントのときに流してはどうだろうかという声がありま

して、それに対してまちとしては今後どのように考えているか、ここをお伺いしたく思います。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 元気まち音頭などの部分で天童よしみさんに歌っていただいてと

いうことでございまして、港まつりなどで活用の機会というのはこれまであったかと思っておりま

す。今、長谷川委員のお話ですと、ＣＤなどで再音源化をして、さらに活用してはどうかというこ

とでございました。貴重な観光資源といいますか町の財産ではあり、実のところ制作に携わったプ

ロダクションの方ともお話しました。当時は天童よしみさんか伍代夏子さんか、そういった方でど

なたがいいかという話で、まだあまり皆さん名を高めていらっしゃらない時期で、天童よしみさん

を選ばれたということも伺っております。今でいいますと、非常に大きな金額を出さなければなら

ず遠い存在になったのではないかと思います。どこかの部分でそういった価値を再認識しながら活

用の機会は伺っていきたいと思っておりますが、ＣＤ化がいいのか音源としては何かしら残すこと

はできるとは思うのですけれども、それを改めて皆さんに販売してというところは、どういう活用
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方法がいいのかというところも含めまして、その辺は長谷川委員のご意見いただいた部分を今後検

討してまいりたいと思っております。 

○委員長（広地紀彰君） 12番、長谷川かおり委員。 

○１２番（長谷川かおり君） 長谷川です。前向きに取り組んでいただきたいと思います。コロナ

の関係があると思うのです。小樽市で昼カラということでクラスター感染があって、それに伴って

歌を歌いたいという方は年齢が上の方もたくさんいらっしゃるので、ご自宅でＣＤを購入してカラ

オケの練習をしたいとか、そういう方もいらっしゃると思います。そういうところも考慮しながら

前向きに、例えば今回のコロナの予算などを使ってコロナ関連ということでＣＤ化できないか、検

討をお願いします。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 昼カラとか、そういった小樽市での問題も含めましてなかなか皆

さんが一堂に会して歌を歌って楽しむという時間が取れないという部分にあっては、ご自宅で楽し

める環境をというところは検討してまいりたいと思っておりますが、町としてコロナなども含めて

予算をかけて改めてＣＤ化することがいいのかどうかについては、少し検討させていただければと

思っているところです。ただし、現存している部分については昔のカセットテープの時代のものが

商品としてあるという状況ですので、そういったご希望があった場合には何かしらの対応について

は検討してまいりたいと思います。 

○委員長（広地紀彰君） ５番、西田祐子委員。 

○５番（西田祐子君） 今の件なのですけれども、カセットテープがあるから何らかの検討をして

いきたいというのですが。実際にこの元気まち音頭というのは白老町で二十数年間、確か平成６年

くらいに始まったと思うのです。港まつりで必ず毎年歌って踊ってきました。今年度は港まつりが

なくなりました。町民の方々から、この元気まち音頭はどうなるのだろうという声があります。昔、

ポロトコタンという曲もあって、私は若いときにポロト湖から駅前まで皆さんで並んで踊ってきた、

そういう歴史もあります。せっかくお金をかけてつくったこの曲、また今回これでなくなってしま

うのかという声は私も長谷川委員と同じようによく聞いていました。そういう中で、白老町が元気

まち音頭の著作権を持っていると思うのです。もう１曲、水森かおりさんの曲もあります。その曲

も実際にカラオケで歌うと白老の湖の映像ではないのです。ポロト湖ではないのです。よその湖が

映るのです。多くの町民の方々から白老のまちは白老のまちなのだと、アイヌ民族博物館ができて

もこれはあくまでもアイヌ民族の全体の施設であって、白老は白老のまちとしてのそこをなくさな

いでほしいという願いがあるのです。町民の方々が結構カラオケで白老慕情とか歌っているのです

けれども結局、元気まち音頭はカラオケでも歌えない、つまり自分たちのまちの歴史をなくしたく

ないという思いから今、長谷川委員がおっしゃった話につながっていくのではないかと思うのです。

ですから検討しますではなくて、本気で白老のまちのことをきちんと持続化していくということを

考えたときにこの観光商業ゾーンの活性化なのです。白老のまちを元気にするためのものです。観

光インフォメーションセンターのところでどんな曲をかけるのですかということになるのです。イ

ランカラプテをかけるのか、元気まち音頭をかけるのか、何の音楽をかけるのでしょうか。白老の

まちは、どんなまちなの、自分たちのまちは自分たちのまちできちんとＰＲしてほしいというのが
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結局そういう話になったのではないかと私も思って聞かせていただいていました。その辺について

申し訳ないですけれども理事者はどうお考えなのですか。中途半端な考え方ではなくて、きちんと

白老のまちとして、どのようにまちをＰＲしていくのかということも大事だと思いますのでご意見

を伺いたいと思います。 

○委員長（広地紀彰君） 竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） 今、西田委員からお話がありました、元気まち音頭等について先ほど課

長のほうで検討しますといった部分はいろいろな意味を含めた中での検討ということで、決してな

くしてしまうとかということではなくて、どう利用していったらいいのかということについて検討

していきたいというお話をさせてもらいました。元気まち音頭を例えばお祭りの中で今後、港まつ

りはやるかやらないかという部分はありますけれども、これから行われるであろうお祭りの中でど

う活用していくか、そういった部分も頭に入れながら曲を使っていければと思っております。決し

て中途半端になくしてしまうだとか、そういった意味で考えているわけではなくて、昔からある曲

ですから皆さんがお使いになれるよう有効的に使っていただければと思っております。 

○委員長（広地紀彰君） ５番、西田祐子委員。 

○５番（西田祐子君） 長谷川委員がそういう話をしていたというのを著作権を持っている勇金社

長から直接お伺いしました。私はチャンスがあるときにやらないと駄目だと思っています。だらだ

らとして後になってしまったら、昔の曲のようになってしまうのです。ポロトコタンの夜のように

どこにいってしまったのか、訳が分からなくなってしまって、今その歌を歌いたくても音源自体を

誰が持っているのかということまでなってしまっているのです。多くの町民の方々が歌いたい、聴

きたいと思っているのですから、それにはきちんと応えるために早急に考えていただきたいと思い

ます。時期は逸してはいけないのではないかと私は思います。 

○委員長（広地紀彰君） 竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） 時期を定めてどのような扱い方をしていくのかという部分でございます。

時期はともかくとして、まずはどう活用していき、または保存していくか。町民の方が望まれてい

るという部分も含めて、それはきちんと考えていきたいと思っております。 

○委員長（広地紀彰君） ほかの委員からありませんか。 

 ６番、前田博之委員。 

○６番（前田博之君） 先ほど竹田副町長からオープンに当たっての話がありました。私も同じで

す。オープンしますけれども、逆にこれから白老町としての実力や潜在能力が試されるのかと思い

ます。このチャンスを生かして町民、全ての人が利益を享受できる取組をぜひしていっていただき

たいし、私もそういう形の中で発言もしていきたいということです。否定ではありません。こうい

う時期にこそ政策をチェックして、よりよい効果が出て果実を生む議論をしていきたいと思ってお

ります。多少、苦言的なこともあるかも分かりませんけれども、前向きな答弁をお願いしたいと思

います。 

 まず、インフォメーションセンターなのですけれども、この資料を見ると今これで仕方ないのか

と思っております。従来から入込数もそうですけれども、いかに観光客の消費動向、消費額がどう

かということが地域内経済循環に影響があるのだと言っているのです。まだ売上げがないから出な
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いのかも分かりません。入込みも大事ですが、そういう観点からいかないと地元に外貨が落ちない

のです。そういう視点で今後の資料づくりに当たってほしいのです。そういうことを含めて指定管

理について伺います。ということは入込状況についてはありますけれど、経営状況については何も

言っていないのです。コロナの中でこうだったと説明がありました。指定管理料は当初は100％では

なく、自主努力で経営すると３割は自主事業で充当するということです。今日の説明を受けると何

か月間か休んでいます。これに対して経営状況が今後の見通しでどうなるのか。当然、これから努

力していただきたいですが、この間のトータル的に見た町の財政負担、指定管理料はどのような状

況になっているのでしょうか。丸々簡単に休業した部分に対して指定管理料を増やしてくださいと

なるのですか、これから経営努力をしていく中でそれは消していくという考えになるのですか。今

日は財政課長が来ていませんが、これは大事なことなのです。町だけでいけば、そのままお金をく

ださいとくるかもしれません。それでいいのかどうかです。十分にこういう緊急の場合はあったの

ですが、そこの知恵なり能力を発揮して、単なる町が負担するという発想にならない形の中の状況

にしないと町民からも批判が出てくると私は思います。 

 次に一つは、ロングランイベントについてです。中身については言いません。あえて言わせても

らいますけれども、これまでもそうなのですが、このイベントは対症療法的、あるいは一過性で終

わらせることなく補助金や交付金が出ている間は実施するのですけれども、なくなったらしぼむの

です。経済あるいは観光の振興策と、これが町に就くということをしていると思いますので、補助

金がなくなっても将来的に独立して展開して自主的に外貨を稼げる、そういうイベントにするのか

どうかということです。そういう形にあるべきだと思うのです。このロングランイベント終了後の

自立、独立した政策展開はどうなるのでしょうか。これは担当者からではなく理事者から政策とし

ての位置づけを明確に答弁願いたいと思います。 

 次に民間活力ゾーンについてです。今日も説明がありましたが、ロングランイベントも関係しま

す。北海道が民間活力を導入して、民間活力導入区域で実施すると言っているのです。町民から私

のところにいろいろと電話が来るのです。町にも電話入っていると思います。民間ゾーンに白い建

物が２つ建っているのです。あれは何の目的で建っているのか。誰が運営しているのか。どういう

ことをされるのか。まずその経緯について伺います。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） まず、インフォメーションセンターの関係でございます。単純に

６月の物販等の売上げだけでいいますと267万円程度ございまして、４月、５月はコロナの影響で物

販関係についてはほとんど収入としては芳しいものではないという状況になっております。ただ、

５月28日に開業していますけれども、そこからの流れで言いますと６月だけで267万3,751円という

数字になっております。もともと指定管理の部分で予算もいただいている中にあっては、おおむね

指定管理料としてかかる経費として1,800万円程度、そのうち使用料収入などが180万円程度で、実

際の指定管理料は1,600何がしという数字で進めるということでお話をさせていただいているかと

思います。そういった中で、例えば人件費であれば70％が指定管理料、それから自主事業で30％、

また管理費、供用部分などにつきましても73％と27％とに分けて、指定管理料と自主事業の部分は

明確に分けております。そういった中では、４月、５月について先ほども申し上げましたが、今の
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段階ではなかなか売上げが進まないということですので、ここの部分はおそらく今の段階では崩れ

ているということになろうかと思います。ただ、年間を通しての７割、３割という部分は町がそこ

を基本的に補填するという考えではなく、今後の自主事業、経営努力によって賄っていただくとい

うのが現在の考え方でございます。 

 ロングランイベントについては、今回やはり開業に合わせて駅北地区の賑わいを創出するために

も、何とかロングランイベントで我々も頑張っていこうということで、予算も頂戴しながら進めて

いるところでございますが、この後でございます。独立した事業として展開するか、外貨を稼ぐ取

組をどのようにしていくのかということでございます。今年は開業年ということで町がある程度イ

ニシアチブを取りながら、ロングランをこういう形でやらせていただいておりますけれども、この

インフォメーションセンターについては出店スペースですとか、そういったものへの各民間事業者

のご協力、あるいはそういった自主的な取組を持って賃料といったものを観光協会で稼ぎ、かつそ

れぞれまちの事業者の皆さんがそこでまちの魅力あるいは自分の産品をＰＲして、販売していただ

くことで町内外に対してＰＲし、あるいは外貨を稼ぐという取組が進められていく形になっており

ます。今後においては、あくまで指定管理者を中心にそこが一般出店だなどを募りながら町内事業

者と連携しながら賑わい、あるいは外貨を獲得していく。基本的には自主的な部分に手当をしてい

く、活動をしていくというということで予定しているところでございます。 

 それから、民間活力ゾーンの関係です。白いテントは当初、大きいものが２棟建っておりまして、

どうしたのかというお話がありました。あくまでこれは北海道で現在予定ですと８月31日までとい

うことになっておりますが、その中で各新聞等にも出ておりますし、先ほどの説明にございました

内部での体験や、あるいは白い建物の間に黒い店舗もございますけれども、それは室蘭のうずら園

さんが来て産物を売るということになっておりますので、基本的には北海道が賑わいの広場という

形で活用するためのテントスペースということになっております。 

○委員長（広地紀彰君） 竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） ロングランイベントも含める政策的な考え方についてです。先ほど課長

からご説明させていただきましたけれども、補助金がある部分としてのイベントについては財源が

あって進めていけるということはありますけれども、補助金等がなくなった場合に自らの力でお金

を使いながらイベントを進めていくということは大事なことであり、民間活力としてはそういった

部分がなければ、なかなか継続してはいけないかと思います。その中で町が政策としてお互いにや

っていける施策を組みながら、また民間の方の力を借りながら、イべントを進めて駅北の部分につ

いての活力をどのようにやっていくかということは検討しながら進めていきたいとは考えておりま

す。 

○委員長（広地紀彰君） ６番、前田博之委員。 

○６番（前田博之君） まず最初に北海道の施設、建物についてあそこは町有地です。いつ、どう

いう形であそこに建ったかということを時系列で説明してほしいのです。そして、町有地ですし、

いつ建って、誰が決めて、賃貸料も出てくると思いますが、契約期間はどうなっているのですか。

具体的にどうなっているのですか。これは町の財産ですから。なぜ聞くかといえば、一切議会に報

告がないからです。担当課長が町にも町民から問い合わせが来たと今いみじくも言いました。我々
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も何にも分からないのです。その答弁にまた質問しますが、足りなければ質問を許してほしいです。 

 それと同じく民間活力ゾーンについて、令和元年の11月29日に説明しているのです。今後の方向

性を幅広く検討すると言っているのです。しかし、今日の説明を受けた後に全く進歩がないのです。

現在までの方針確定には至っておらず、賑わいの創出を図るために民間活力導入区域の事業者の誘

致に努めてまいりますと言っていますが、11月以降から今日までどのような活動をしてきたのです

か。ここで言っている民間活力導入区域に事業者を誘致すると言いながら、北海道がここの中に施

設を建てているのです。その施策の整合性はどのように取られて、このような処置になっているの

ですか。北海道が一生懸命進めていくことに対しては否定していませんから。あくまで、町が政策

形成の中にどういう流れの中でこういうことがあったということが、一切議会に説明がありません

ので、これは明らかにしておく必要があると思います。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） まず、北海道の白いテントの関係ですが、今年に入りまして財産

貸付という形で北海道との間で締結をさせていただいております。基本的には４月１日付で９月30

日までの６か月間という形になっております。そういった中で、白いテントが建ったのが当初ウポ

ポイの開業が４月24日でございましたので、その１週間前に北海道がそこに白いテントを仮設です

けれども置いております。その後の事業の内容については、基本的には北海道に貸付けを行ってお

りますので、北海道が事業内容を検討し実施するという形にはなっておりますが、合間というとこ

ろで当然、進捗は町の担当も確認をしながらやってきました。なかなか正直、我々も北海道が実施

する事業について、そこまで踏み込んで確認をするなどという部分はしておりませんでしたので、

ただ今回、開業が間近になってきて、それぞれ我々もこの時期からロングランイベントを開催しな

ければいけないだとか、そういった部分があったときに内容の確認などを詰めて話をしながら今日

に至っているという状況でございます。 

 民間活力導入ゾーンの関係につきましては、昨年の２回のプロポーザルが不調に終わったことも

含めまして、抜本的な部分の検討も内部では進めてきております。冒頭の担当からの説明にもござ

いましたけれども、11月１日にそういったリース会社という形の部分も含めて可能性のある企業21

社に資料提供をして、このように町では考えているというという部分を提供させていただいて、少

しでも突破口を開きたいという取組はしてきたところでございます。その後、年が明けて個別にリ

ースだとか、そういったものをしたらどうなのだろうかということございましたけれども、民間活

力導入地域は行政整備区域ということで、民間活力導入区域という現在の計画の中にあってはリー

ス方式でいったときに、なかなか町が思い描く行政負担がある程度どうしても出てしまうというの

が現在までの我々が考えてきた中ではございます。そういった意味では現在、ここを行政負担が一

定程度重い負担になるものですから、それをよしとしてリース方式にしたらおそらく形にはなった

のかとは思います。建物を建てていただいて、器ができると。ただ、それがしっかり根づいて、継

続してここから将来に向けて発信していくためという部分で、なかなか先ほど申し上げましたが重

い行政負担があるだろうという中にあっては、このリース方式についてもいま一度、再考が必要だ

ということになっております。私、４月に移動して参りまして、なかなかコロナの関係もございま

してというところはありますが、そういった部分も抜きにしても、担当からもありましたけれども、
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現在は出店意欲の減退、我々が今支援しているのは現状、毎日を生き抜くためにこれまでの補正予

算を頂きながら支援しているということになっております。そういった中で駅北の地区に新規参入、

投資するということは何回もいろいろとあたりましたけれども、現状は厳しいということもござい

ました、そういった中で内容も当然そうなのですけれども時期の見極め、そういった部分も含めて

再度検討をさせていただいているという状況でございます。結果的には一つも進歩していない、あ

るいはもしかすると後退している状況になってしまっているかと思いますが、今回駅北地区で北海

道がこういった賑わい創出のイベントを少し実施していただいているところも含めて、いろいろな

部分の支援を頂きながら、ウポポイの認知度向上それと動員の状況、そして白老の資源、魅力の発

信をして、我々がどのようにしてもやり遂げるという気持ちの中では、今後も継続的にここの部分

についてはしっかり取り組んでまいりたいと考えているところでございます。 

○委員長（広地紀彰君） ６番、前田博之委員。 

○６番（前田博之君） 今いろいろとありましてよく分からないのですが、私が聞いているのは今

後どうするかということが見えていないということなのです。今後どうしていくかということです。

いまだに一括方式を検討し進めてきたけれどできないと、現在はまだ方針が確定になっていません。

それが、前段の今の説明かも分かりませんけれども。これまでの議会の説明、そしてウポポイと相

乗効果を出すための経済振興策が大きな位置づけになっています。ここにきて方針確定に至ってい

ないということは非常に後退していることです。これは間に合いますか。もし問い合わせが相手か

ら来たらどうするのですか。これは、いつまでに方針決定しますか。そんな曖昧な中で北海道が施

設を建てています。そういう整合性もあるのです。まず、それが１点です。 

 それと、北海道で建ててくれた施設、私は北海道が前向きにやっていただいてくれたことに対し

ては私たちも評価しますし、裏を返せば白老町が足踏みをしているので北海道としても賑わいを出

すために一刻も早くしないといけないということで、北海道が行動力を起こしてくれたと私は思っ

ています。それに対しては否定しません。今の段階ではぜひ実施してほしいと思います。ただ、あ

そこは白老町として都市計画を決めているわけです。担当課長は北海道がやっている事業であった

から今まであまり関与していないという言い方をしました。あそこは町有地なのです。町有地のと

きに町として観光商業ゾーンとして使うと、その中にあって北海道がしてくれるというのはいいと

思うのです。私はどのような整理をされているかということを言っているのです。今言った民間の

方が出てきたときに、あそこに支障が出てきたらどうしますか。まだ、方針が確定していないから

遠慮してくださいとなるのかどうか分かりません。その２点なのです。時間もないので言いますが、

私が調べたら北海道は８月までにあそこを撤去するという条件になっています。きれいに撤去して

いくのですか。昨日かおとといの新聞報道を見ると、別の使い道みたいになって報道されています

けれども、その辺がどうなっているのか伺います。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 整備の方針の見直しをしなければいけないということは我々も検

討しているということでございます。ただ現状は生きているのは、あくまで駅北観光商業ゾーン基

本計画というのが基本的にはその考えの基本にはなっております。ただ、なかなか今の状況では、

２回のプロポーザルの結果も踏まえて、再度いろいろな部分は考えていかないといけないだろうと
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いうことで、言葉は方針の決定には至っていないというという言い方にはなったかもしれませんが、

基本的にはこれに基づいてどうにかできないかというのが基本的な考え方でございます。変えると

いうことになれば、議会の皆さんにもお話をさせていただいて、こういう方向でいきたいというこ

とを改めてお話はさせていただきますが、現時点でこれがいいのか悪いのかは別として、まずは基

本的にあるものを基本にやっていくということで進めてまいりたいと思っております。そういった

中で北海道の部分についても、基本的には北海道に貸付けをして、その内容について我々がという

話もございますが当然、一緒にやっていきたいという部分もございます。そういった中ではいろい

ろな手法を参考にさせていただきながらというところもあるかと思っておりますので、この議論も

１年も２年もかかってようやく昨年整備の方針が決まっていますので、基本的には整備方針をしっ

かり守ってまいりたいと思っていますが、そこに何か一工夫ですとかアレンジという部分、あるい

はよりよくなるための考え方はないのかということを今考えているということでございます。 

 今、急ぎ来ていただいた場合どうするのかということでございますが、基本的にはプロポーザル

を行って提案を受けてということになっております。打診ということになりますけれども、そうい

ったものをいただいてそれが我々もしっかりこの後、将来にわたっていいということであれば基本

的にはこれまでの考え方に基づいて、再度プロポーザルをさせていただいて、審査をかけて進めて

いくということになろうかと思います。決して今までお示ししている計画を撤回するとかそういう

お話ではなく、内々ではいろいろな方策がないかということを考えているということでございます

ので、はっきりと言えるのはあくまで整備ゾーンの基本計画に基づいて進めてまいりたいというこ

とでございます。 

○委員長（広地紀彰君） ６番、前田博之委員。 

○６番（前田博之君） 新聞報道で北海道が固有名詞を出して使うことになっているのだけれど、

その辺はどういうことになっているのかということです。 

○委員長（広地紀彰君） 暫時、休憩いたします。 

休憩 午前１１時０２分 

                                           

          再開 午前１１時１５分 

○委員長（広地紀彰君） 休憩を閉じまして、委員会を再開いたします。 

 それでは、答弁からお願いします。 

 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 北海道に貸付けを行っている土地の取扱いでございます。先ほど

来お話が出ていますとおり、８月31日までは北海道が事業を行うことになっております。基本的に

はその後は更地にして９月30日までに撤去していただき、町にお戻しいただくということでござい

ます。 

○委員長（広地紀彰君） ６番、前田博之委員。 

○６番（前田博之君） もう１点、質問があります。先ほどの民間活力ゾーンの冨川課長の答弁は

分かりました。現状の開発計画の方針のとおり今のところやっていきますということです。しかし、

将来どうするかということには考えますと言っていますが、それはいい、ケース・バイ・ケースだ
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し流動的だからどうする云々とはならないと思います。ただ公的に議会に資料が出ているのです。

一括リース方式の検討を進めてきたものの現在までに方針確定がなされていない、これをどうする

のかと聞いているのです。これは決まるまでは現状のままでいくでしょう。これはいつまでに決め

て何をしたいのかということを聞いているのです。それを答弁してください。 

 それと、北海道の施設の部分については分かりました。９月までに撤去して更地にする。それは

それでいいのですが、一つの方法として今議論している民間活力ゾーンに建っています。そのこと

も考慮すべきですけれども、もしこの施設が本当に地域のあの中の景観に合致して利用できるもの

であれば、白老町として施設や建物を北海道にお願いして、逆に撤去しないで町としてある程度あ

の部分を利用させてほしいという部分も出てくるのではないですか。どのように事業展開をするの

かは分かりません。あの中で熊の木彫りの実演をするとか、白老町は昔からそういう歴史があるわ

けです。そういう部分をほかのほうにも声をかけて全体で利用するなど、逆に北海道と協議してあ

の施設にお金をかけて撤去するのであれば、当面何らかの形で利用できるということをこの民間活

力導入区域の中できちんと位置づけをして、そして整理をして活用するということも考えられると

思うのです。条件ですから撤去するなら撤去してもいいのです。もっと白老町としても北海道に対

して、そういうここの民間活力ゾーンをどう使うかという企画書くらいつくって北海道に働きかけ

るくらいの政策形成をしたらいかがですか。撤去するなら撤去してもいいです。今、聞きましたら

結果的に北海道がするからいいのだといって、白老町は認識していないのです。北海道にこれまで

していただいているのに。白老町はそれを活用する手はないのです。活用すべきだと思います。そ

の２点を聞いて終わります。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 一括リース方式についても内部では、多様な方法については検討

を行ってきたという部分ではございます。先ほど来、繰り返し申し上げておりますが、基本的には

これまでの方針をそれに基づいて進めていくということが基本にはなっておりますが、なかなかそ

れだけでは上手くいかないという現状も当然あろうかと思います。そういった中では、基本方針を

変えるという前提ではなく、例えばこうすればどうだろうかということで、一括のリース方式の検

討も進めてきたということでございます。何度も同じ答弁で申し訳ございませんが、基本的には整

備計画は今提示している内容が基本になるということでございます。 

○委員長（広地紀彰君） 竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） 私から北海道の部分についてお答えしたいと思います。先ほどからお話

ししていますけれども、基本としては計画という部分がございます。これに基づいて進めていくと

いうことになりまして、今はコロナの影響をすごく受けており、ウポポイそのものの開設も２回延

期されています。それからそこに出店していただける企業についても、自分のところをまずは守ら

なければならないということで、新しいところにはなかなか来ていただけないという部分も実際に

あります。そういったことも含めて計画を変更するというのではなくて、これからどういったこと

が一番いいのかということも含めて検討していかなければならないと思っています。 

 それと、北海道の建物の活用については北海道と全然話もしていませんので、そういったことが

可能かどうかということもお答えはできませんけれども、こういった活用ができるかできないかと
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いうこと。新たな手法がどういうものが取れるのか、そういうことも考えながら計画は計画として、

もしその計画そのものでないとすれば議会との報告やご相談というものはしながら進めていきたい

ということでございます。 

○委員長（広地紀彰君） それでは、ほかの委員からの質疑をお受けします。 

 10番、小西秀延委員。 

○１０番（小西秀延君） 駅北ということですが、少し外れてしまうかもしれません。北海道のキ

ャンペーンの資料もいただいているので、北海道のキャンペーンはオープンの日から９月30日まで

ということで内容には券を使って、このキャンペーンを利用するということで、年間パスポート等

の利用でできるとなっています。私たちも年間パスポートを申し込んでおりますが、まだ手元には

町民の方にも届いていないと思いますし、どのようにするかという周知がなかなか広がっていない

かと思います。その辺の確認をさせていただきたいのですが、どのようになっているか説明をお願

いしたいと思います。 

○委員長（広地紀彰君） 笹山アイヌ総合政策課長。 

○アイヌ総合政策課長（笹山 学君） 年間パスポートについてでございます。７月の広報でも周

知させていただきました。ウポポイの開業後、準備が整い次第順次発送させていただきますという

ことでご案内させていただいております。12日開業予定で、13日以降に準備しておりますので順次

年間パスポートを発送する予定でございます。内覧会のときに年間パスポートを申し込んでいない

方につきましては、町民の無料化ハガキも合わせてお送りいたしまして、そちらについては１回の

無料券、もしくは年間パスポートの引換券として使っていただく形になります。年間パスポートの

申込みにつきましては、役場に来ていただいて申し込みいただくということになっておりますので、

ご理解いただければと思います。 

○委員長（広地紀彰君） 10番、小西秀延委員。 

○１０番（小西秀延君） それまでは、早い方は例えば入場を申し込んで、利用券で使ってしまう

とその後は年間パスポートを申し込めなくなってしまうのですか。 

○委員長（広地紀彰君） 笹山アイヌ総合政策課長。 

○アイヌ総合政策課長（笹山 学君） １回無料券を使って、それで申し込んだ方についても、１

回だけではなくてもう１回見たいということであれば、年間パスポートを申し込むことは可能でご

ざいます。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 今のお話は基本的には年間パスポートを持っていらっしゃる方に

ついては、いぶり・ウポポイウェルカムキャンペーンは対象店で年間パスポートを提示していただ

ければ、そのサービスを受けられるということでございますので、当日券だけをお持ちの方がそこ

で回収はおそらくされないかと思いますので、今日行ってきたよということで当日券を見せていた

だければ同様のサービスが受けられるという状況かと捉えております。 

○委員長（広地紀彰君） 10番、小西秀延委員。 

○１０番（小西秀延君） そういう意味ではなくて、まだ年間パスポートは手元にないわけですか

ら、オープンの日に見に行こうとして申し込んでいる方は、町民は１回見られる券を使うとすれば、
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それを使ってしまうと年間パスポートはもう取れなくなってしまうのか。１回そちらを選んでしま

ったということになろうかと思うのですけれども、その辺の整理がどのようになっているのかをご

説明願いたかったのです。 

○委員長（広地紀彰君） 笹山アイヌ総合政策課長。 

○アイヌ総合政策課長（笹山 学君） 先ほどもお答えしたつもりだったのですが、ハガキは開業

後に発送ということで13日以降に発送を予定しております。それが届きましたら、例えば１回見た

いという方はハガキを持って行っていただいて入場することができます。それで、ハガキは回収さ

れてしまうのですけれども、やっぱりもう一度見たいという方については役場に来ていただければ

年間パスポートの受付も可能でございますので、１回ハガキを渡してしまったら１回だけで終わっ

てしまうということではなくて、複数回見たいというお気持ちに変わったのであれば、年間パスポ

ートも申込みが可能でございます。 

○委員長（広地紀彰君） 10番、小西秀延委員。 

○１０番（小西秀延君） オープン後に発送されるということですから、インターネットで申込み

とかをするのでしょうけれど、その場合は料金がかかって見なければいけないということで理解し

てよろしいのかどうなのか。 

○委員長（広地紀彰君） 笹山アイヌ総合政策課長。 

○アイヌ総合政策課長（笹山 学君） オープン日に関しましては、見たいという方はお金を払っ

て見ていただくことになります。 

○委員長（広地紀彰君） ほかの委員からありませんか。 

 なければ、追加で２巡目にうつりますがよろしいですか。 

〔「よろしいです」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（広地紀彰君） では、１巡しましたので、これから２巡目の質疑をお受けします。 

 ４番、貮又聖規委員。 

○４番（貮又聖規君） ４番、貮又です。ロングランイベントについてです。こちらの考え方は、

より多くの町民の方々に関わっていただくことが非常に大事だと私は考えております。その中にお

いて、虎杖浜の越後踊りの保存会の皆様の関わりがイベント内容の中に７月12日から８月以降まで

ありますが、そういう中で伝統の面を発信する機会が考えられているのかというのが一つです。 

 それから、北海道の事業の中で刺しゅう体験等の実施というところがありますので、町のほうで

どれだけ把握しているか分かりませんが、ここの部分でお聞きしたいのです。まちとしては巨大パ

ッチワークづくりを進めてまいりました。町民でいくと女性の皆様もそうですし、小学校等にも関

わっていただいておりますので、私が想定するに町民の方々は500名以上の関わりがあると思って

います。全道規模で布を募集してつくった作品もありますから、そういうことも含めると町外の道

民の方々の思いも踏まえると200名くらいあるのかと思います。その中において、巨大パッチパワー

クは一住民がお客さんをおもてなしするというところでつくられてきたものですが、７月を迎える

中でパッチワークのお披露目が考えられているのかどうかをお聞きします。 

 今、本町の観光産業、これは一つ今まではミンタラ、民芸店、お土産屋がありまして、基幹産業

を支えてきたものでございます。実際に手工芸品である木彫り熊を扱っている町内の店舗というの
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はまだ大きくは４店舗くらいあるのかと思います。山田民芸や協業民芸、高橋民芸店、荒井工芸店

等もあります。そういった白老町内における手工芸品を扱っている皆様の発信の仕方は、実際には

駅北インフォメーションセンターの中には個店ごとには入っておりますが、白老の歴史を支えた木

彫り熊ですとか、そういった手工芸品の考え方がこのイベントの中に反映されているのかどうか。

イベントの中に反映されつつ、定番的に定着させる考えがあるのかどうかを確認させてください。 

 大項目４の周辺環境についてでございます。７月12日のオープンを迎えた中で大型バス、それか

らかなりのマイカー利用者が来る中で、駅北インフォメーションセンターの駐車場があふれること

になるかと思います。そういうことも想定されるかと思います。大型バスの第１、第２駐車場があ

り、そこにはウポポイの職員の皆さんに貸し出している臨時駐車場あります。一般のお客様は駅北

インフォメーションセンターの駐車場に停められなければこの辺の周りを探します。そうすると、

職員駐車場に行くトラブルなども考えられるかと思うのです。白老町においていうと港まつりや牛

肉まつりのときに駐車場を設けてシャトルバスで誘導することがあります。実際に７月12日から町

民の方々の生活道路がかなり混雑することがありますので、それについての対策の考え方を質問い

たします。 

○委員長（広地紀彰君） ４点ございましたが、随時回答を求めます。 

 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） ロングランイベントに関係して、越後踊りですとか巨大パッチワ

ークのご質問かと思います。まず我々も冒頭申し上げましたとおり、７月12日の開業が決まって、

急ぎどういった事業者の調整というところがあり、７月中については一定程度、野菜だとかそうい

ったものにターゲットを絞って調整させていただいております。今決まっている中では８月１日、

２日に社会福祉協議会のご協力をいただいて笑顔まつりですとか、そういったものをやっていただ

きます。基本的には10月の上旬までということで内容については委員がおっしゃった内容も検討さ

せていただいて、おそらくいろいろな白老の資源というのも多分にございますので、全てを拾い上

げるというのはなかなか難しいかもしれませんけれども、多種多様なご理解がいただけるイベント

にしてまいりたいと思っているところでございます。 

 木彫の関係でございます。木彫については先ほど来お話がありましたが、北海道のほうではそこ

を取り上げていただいているという中で、我々のイベントの部分について木彫を外出ししてやるか

どうかというのは現状ではあまり考えてございません。先ほど委員がおっしゃったように、ここは

インフォメーションセンターの中に少なくても２業者が入って展示、販売しているということもご

ざいますので、まずはそこでの需要といいますか商品ということで、皆さんにお手にとっていただ

けるといいのかと思っております。定着という部分については、白老でずっと旧ミンタラといった

部分があった中で、中には木彫のお店がずっとあってというのが私も幼少時の原風景として持って

おります。こういうアイヌの拠点という白老町にこういった再スタート、きっかけがございますの

で、それぞれの時間をかけて築き上げてきたものについては、将来にわたって継続される手立て、

方策については考えていかないといけないのだろうと思っております。ただ、それを行政がするの

か民間にしていただくのかというのは、方法についてはいろいろあるかと思います。 

 駅北インフォメーションセンターの前の駐車場でございます。今回は７月12日の開業は2,500人
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が上限という形での一定程度、制限のついた状況ではございます。それでも駐車場のキャパシティ

としては充足しているかというとなかなか自信を持って充足しているという話にはならないのかと

思います。どこの観光地もそうですけれども、週末ですとか祝日、あるいは長期休暇の際について

はいろんな部分で駐車場を探す、あるいは周辺の渋滞というのはございますので、そういった部分

があらかじめ予想ができる範囲かどうかというのは、我々もつかみかねているということでござい

ます。道路管理者、あるいはアイヌ民族文化財団、あるいは観光協会のそういった部分でどこがど

うイニシアチブを取って、それぞれの施設に対してどう誘導していくかというのは今後、交通の渋

滞ですとかそういったものを見ながら対応策については考えてまいりたいと思います。ただし、事

故があっては困りますので、あらかじめそういった部分の方策協議については進めてまいりたいと

思っているところでございます。 

○委員長（広地紀彰君） 工藤企画課長。 

○企画課長（工藤智寿君） 補足といいますか、渋滞の対策の部分で関係がありますので答弁させ

ていただきます。北海道開発局、それから北海道建設管理部、白老町それからアイヌ民族文化財団、

ネクスコ東日本と合わせまして渋滞対策をこれまで数十回ほど協議させていただいております。前

も議会の中で答弁させていただきましたが、苫小牧方面から来たときに高速道路につながるほうの

道に誘導するということで対策されておりますし、アイヌ民族文化財団からお聞きしているのは誘

導員をかなりの数をつけて誘導していくということもお聞きしております。ただし、それでも渋滞

は起きるとは思いますけれども、そういう対策をしつつ町民生活にも影響が出ない形をとらせてい

ただきたいと考えているところでございます。 

○委員長（広地紀彰君） ４番、貮又聖規委員。 

○４番（貮又聖規君） まずロングランイベントの関係でございます。越後踊りの保存会の皆様や

巨大パッチワークの関係している町民の方々、そして私は６月会議に一般質問もさせていただきま

したが、例えば漁業協同組合女性部のＰＲする場ですとか、その辺も含めてなのです。越後保存会

については町のほうで今まで例えば盆ダンスですとか、そういった取組も力を入れて参加している

皆さんの思いがあってきていたものであります。何が一つの目標であったかというと2020年に合わ

せた取組であります。巨大パッチワークも同じです。2020年のオープンに合わせた目標を持った取

組であります。それには町民の皆様の汗があります、それだけ関わっていただいた方の汗、努力が

ありますから、そういったことを2020年このオープンの期間はなかなか調整が難しいと思うのです

けれども、７月が無理であれば８月には何かそういった今までの町民の皆様のお力を借りて進めて

きたプロジェクト、これを実現させることがまちとしても必要なのかと私は考えておりますので、

それについてもう一度見解をお聞きします。 

 駐車場の関係でございます。実際に大町商店街、新規の店舗等も出てきています。スイーツの関

係なども進出していただいて、今それだけでも口コミでお客様が並んでいる状態です。ウポポイは

１日に2,500人の入場制限があったとしても、現在でも観光インフォメーションセンターには一般

のお客様が来ているわけです。ウポポイがオープンしていなくても来ているわけです。その皆さん

は何かというと駅北インフォメーションセンターとして、白老のお食事どころなどを聞いたりして

いるものですから、ウポポイを軸にした交通渋滞対策の在り方、これも本当は大事ですけれども、
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町内を周遊させる回遊させるためには、お客様には商店街を歩いていただく動線づくりも必要です。

歩いていただく動線づくりということでいくと駐車場スペースがなければならないわけです。そう

すると商店街の中にも駐車場がありますから、そこを円滑に回していくことをしていかなければ、

町民の皆さんの生活道路の役割もありますから、これは非常に混雑する混乱する状況になるのかと

思います。ましてや今後は海外のお客様ももしかしたらレンタカーで来るだとかとなると、交通の

ルールもなかなか浸透していないという中で受入れはこれからだと思うのですが、そういうことも

想定すると上手くどういかにお客様に駐車スペースに車を停めていただいて、町なかを歩いていた

だくかという動線が必要だと思いますので、その点についてもう一度深く聞きたいと思います。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 町内にいろいろな資源がありまして、我々もロングランのイベン

トの中では多様なエッセンスといった部分からの検討がきっと必要なのだろうと思っているところ

でございます。そういった中では越後踊りですとか巨大パッチワークづくり、あるいは漁業協同組

合の女性部、どういう場面でのご活躍をいただけるかという部分については十分に検討してまいり

たいと思っております。このロングランのイベントを行うに当たっては、原課のコロナの感染予防

対策というものが非常にデリケートな問題で私たちも頭を悩ませているところでございます。例え

ば町内会ですとか、そういった部分でも現在盆踊り自体を中止する、しないという検討もされてい

ることも伺ったりする部分もございますので、そういった中で人との接触を呼びやすい、あるいは

集めてやらなければいけない事業といった部分については少しどうなのだろうかということがあり

ます。それは時期を見定めてということが一つ条件になってくるかと思っております。飲食の関係

についても同様です。飲食をするとイベントとしては白老でいいますと牛肉まつり、港まつりもそ

うですけれども、豊富な食資源の飲食を目指して多くの方に来ていただくということで、本来は飲

食、漁業協同組合の女性部にやっていただいたりとかというのも思ってはいるところではあります。

なかなかそれを今活用して人を集めてごった返しの状況をつくるのがいいのかどうかというところ

は、様子を見ながらと行うことも含めて現在は検討の中には含めさせていただくことでご理解いた

だきたいと思っております。 

 パッチワークの関係は、逆に2020年に合わせてということでございますけれども、その取組につ

いては内外から評価をされていると認識しております。フェリーターミナルなどでも２月から５月

においてはウポポイのＰＲということで、そういったものも苫小牧のフェリーターミナルに掲示さ

れていたということもございますし、今年度においてもパッチワークを体験するという商品メニュ

ーということも検討しているということでございますので、そういった中で広く見たり体験したり

していただく機会を用意していきたいと思っています。開業に合わせていっきに今どうこうという

のは今段階では申し訳ございませんが用意していないというのが現状と思いますので、そういった

中で多様な機会を求めてまいりたいと思っております。 

 駐車場の関係については、あり過ぎて困るということはきっとないのだろうと思います。先ほど

おっしゃったように大町の商店街でも１店舗新しい店が出た段階で土曜日、日曜日ですと人が並ん

でいること、それと駐車場が路側帯も満杯でいろいろなところに停めて皆さん店に行かれていると

いう状況も拝見しております。それが駅北側のウポポイを開業したときに、どうなるのかというと
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非常に大きな課題だと思っておりますので、町なかの公共駐車場の整備といった部分が軽々しく、

検討しますということもなかなか言えないのだろうと思うのですが、そういった多様なお客様を安

全に迎える環境づくりについては町としても長期的な考えの中では検討してまいりたいと思ってお

ります。現在は急いでここに駐車場をつくりますということにはなりませんので、できる限りの安

全対策そういった部分を共有しながら進めてまいりたいと考えております。 

○委員長（広地紀彰君） ４番、貮又聖規委員。 

○４番（貮又聖規君） 最後の質問です。今の冨川課長の答弁は分かります。オープンを迎えるに

当たって、まちとしての思いをいかに表現するかが大事だと私は思うわけであります。厚真町で地

震があって、震災復興のためにＮＨＫのおかあさんといっしょを呼んで、パプリカのコンサートが

開催されたときに会場がごった返したのです。そのときに私は職員の皆さんにお願いしますという

わけではなくて、職員の皆様が誘導員になって動いていた、そういう思いに来場者は感動するわけ

であります。冨川課長の答弁の中では、人が混み合う中で呼び込むイベント展開が非常に難しいと

いうことは分かります。安平町のデゴイチステーションを最近見たのですが、何もイベントがなく

ても駐車場はすごいお客さんが来るわけです。ですから、コロナの関係でなかなかそういうことは

できないと言いつつもお客様は来ます。ウポポイに入れないお客様も今白老はどんなまちなのかと

来ます。そういったときには駅北には必ず来ると思うのです。その辺は混み合う３密を避けるイベ

ントは難しいと言いつつ、私はまちとしての思いが大事だと思いますので、少なくとも越後保存会

の皆様の声を聞いて７月から９月の間にどこかの部分でお願いしますという、まちが主導権を握っ

てイベント展開を考えるのではなくて、関わった方々の思いを一度聞いてほしいと思うのです。巨

大パッチワークも同じです。巨大パッチワークは何も町民の皆様がそこにいなくてもいいのです。

一つの作品ができているわけですから。それを外から来るお客様に発信するという意味では、逆に

コロナ禍の間では効果的な発信かと私は感じております。そういう意味から私は観光の取組はアイ

ヌ総合政策課、それから経済振興課で担当していますけれども、これは本当に職員の皆さんも意識

を持って迎え入れるということが、そういったところの思いだとか姿勢がいろんなところに町内外

に伝播するものだと思うのです。そういう意味から担当課長の答弁は分かりました。理事者にその

部分で回答を求めます。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 理事者ということですが、先に私から答弁させていただきたいと

思います。先ほど来、個別の団体２、３出ておりますが、ここで我々は町全体の事業を進めるなか

にあっては多様な団体、あるいは資源というものを活用させていただきたいと思っています。おっ

しゃることは十分理解できますし、承知します。我々もそこに対して熱量をしっかり持って取り組

んでまいりたいとは思っているのです。本当に今コロナとどれくらいのバランスでいけばいいのか、

どういった内容がいいのかということも含めて、いろいろな団体とはお話はさせていただきたいと

は思うのですが今名前が出ている個別の団体をここで入れます、入れませんということは、ここで

はご答弁は差し控えさせていただければと思います。 

○委員長（広地紀彰君） 竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） 職員の思いの関係でございます。ウポポイも日曜日には開業する、それ
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と合わせて駅北の部分についても、それぞれイベントが行われる、そういった中で町の職員として

こういうことに関わっていくかということは、それぞれに思いがあると思うのです。町としては積

極的にまちとしての財産ですから、職員それぞれの考えの下で関わりをしていかなければならない

ということだと思います。そういった中で町外から来られるお客さんに対して、白老に来てよかっ

たと言ってもらえるように職員全体、一丸となって取り組んでいきたいと考えております。 

○委員長（広地紀彰君） ４番、貮又聖規委員。 

○４番（貮又聖規君） 竹田副町長の答弁がありました。私は町職員の個々の思いや、それはもち

ろん皆さんがそれぞれ持っています。そうではなくて白老町役場として組織なのですから、組織と

してどう動かすかなのです。厚真町の例を出しましたけれども、それは厚真町のトップがこれは今

我がまちの復興のために町職員一丸となって対応しましょうという形での受入れです。それが今回

７月12日に向けて時間的には難しいのは分かります。ですが私が主張したいのは理事者の思いがあ

って、それを白老町役場として動かす取組を求めたもので、その辺の答弁がなかったものですから

確認をさせてください。 

○委員長（広地紀彰君） 古俣副町長。 

○副町長（古俣博之君） 全体的に職員関係の部分について私が担当しておりますので、その関係

からご答弁をさせていただきたいと思っています。委員も御存じのとおり、今回の民族共生象徴空

間の関係については長い歴史があって明日は記念式典、そして明後日に開業というところまできて

おります。アイヌ民族に対する様々な関係性も含め捉え方も含め、いろんな山坂がある中で世界的

にここに民族共生という一つの大きなスタートが始まると、そのことはこれまでも町職員を含めて、

ただ単に経済効果をどうするかということのみならず、しっかりと自らのまちの歴史も含め、そし

てアイヌ民族がこれまで歩んできた歴史と文化の在り方も含めて、それぞれの形で町職員が勉強し

ながらやってきました。ただ、そこのところは一人一人ということではなくて、町が今このように

民族共生象徴空間をつくり出す、そういう元があるゆえに町長を先頭にして様々な形で勉強も含め、

それからどうしたら皆さんにアピールできるのか、ポロシャツのことも一つはありました。ストラ

ップの関係もあります。そういうことも含めて、これまでいろんな形の中で取り組んできました。

ですから、今ここでオープンということになったときに、しっかりとした立ち位置を持ちながらこ

れまでも話が言葉として出ているように、どのように町外から来る人たちにおもてなしの心で迎え

入れるか、そこのところは町職員一同、本当にこれからただ単にウポポイの関わりだけではなくて、

町職員としての仕事も含めて進めていかなければならないと思っています。大事にしなければなら

ないことは経済振興のみならず、これまでのアイヌの民族が歩んできた歴史と文化をしっかりと身

につけて、そして利害を含め活用を図れる職員を日常の中、研修の機会を含めて育てていくことが

一番白老町にとって求められていることではないかと認識をしています。また、それを足場にして

今後も様々な観点で職員育成というという部分もそうですし、経済的な部分もそうですし、観光と

いうスポットのところからも、そういう様々な形で皆さんの思い、先ほどから出ている越後踊り保

存会の方々、パッチワークだって初めは小さなところからもっともっととお互いに広くつくりだし

て、つないでいこう、結んでいこうということがあったわけです。その辺のところをしっかりとも

う一度、再確認を図りながら町として前に進めていきたいと、町長含めてやっていかなければなら
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ないと認識しております。 

○委員長（広地紀彰君） ただいまの貮又委員と町側との質疑の中で、様々な真摯に交わされた中

で、コロナ禍にある中で難しい立ち回りを求められており、また職員の意気込みや迎え方といった

部分について真剣な質疑が交わされたと思うのです。私ども議会としても大変な状況の中で迎える

ことや、ピンチの中でチャンスを迎える状況だということは十分理解しているつもりです。ただ、

この中で例えば巨大なパッチワークは白老駅の自由通路で掲示をして、臨時改札口から出てきた観

光客を含めた皆様に将来的には国外のお客様もお見えになると思います。そういった密にならない

対応も取って、あらゆる形でアイヌの伝統的な文化を発信していく、また私たちのまちが目指す共

生、共創のまちづくりを発信していく部分の取組を追求していくということは、貮又委員のご趣旨

なのかと承りながら伺っていたのです。自由通路の活用はあくまで一例ではありますが、そういっ

た追求がこれからまちづくりにも求められていくと考えますが、その辺りについて改めて伺いにな

ってはいかがと私としては所感を持った次第です。 

 では、ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（広地紀彰君） ご意見なしと認めます。 

 それでは、最後に５項目めのその他についてあります方は、どうぞ。 

 12番、長谷川かおり委員。 

○１２番（長谷川かおり君） 長谷川です。こちらの白老駅北観光商業ゾーン周辺図で地図がある

のです。若草町の住宅地とウポポイの駐車場があります。その間の道路がポロト湖の突き当たりま

できれいに整備されていて、左に曲がると今までどおりのポロト湖畔の道なりになって、車がやっ

と１台通る幅なのです。私も日曜日にここの通りを通りましたら、ほかの車も勢いよく湖に向かっ

て走って行って、私は地元の人間ですからゆっくり行ったのですけれども、ちょうどポロト湖から

帰ってくるところの車とぶつかりそうになったといいますか、鉢合わせになったのです。立て看板

とか左側に行くと道が細くなりますとか、そのような案内図があったほうが今後町外からいろんな

方が来ますので、ウポポイのほうからインフォメーションセンターが見えますが、そこに行ってみ

ようというときに車と車が交差して渋滞し、または交通事故に遭う、そういう場面もあると思いま

すので、ここは町の管轄だと思いますから、何か対策を考えていただけないでしょうか。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 委員がおっしゃったとおり、ポロト公園線につきましては今回ウ

ポポイ開業に合わせてインフォメーションセンターの入口付近まで整備をさせていただきまして、

その後のインフォメーションセンターからビジターセンターに向かう道路ということになろうかと

思いますが、なかなか拡幅というのはやはり難しいと思いますので、建設課等と相談しながら例え

ば徐行してくださいだとか、そういった注意喚起をする看板の設置について検討させていただきた

いと思います。 

○委員長（広地紀彰君） ほかの委員の質疑をお受けします。 

 ５番、西田祐子委員。 

○５番（西田祐子君） ５番、西田でございます。まず、１点目が今ほどの話ではないのですけれ
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ども、大型バスの第２駐車場があります。あそこの浜側のほうに駐車場ができました。ここには何

も書いていないのですけれども、例えば大型バスの第２駐車場というのであれば、国立アイヌ民族

博物館のエントランスのところで降ろして、そしてバスだけが行くというのは分かるのですけれど

も、大型バスの隣のほうに駐車場ができていたようですので、もしそこのところを使うとしたら、

そこで乗り降りする人たちはどうやってここのアイヌ民族博物館に行かれるのかと、民間がつくっ

ているのかどうか私もよく分からないのです。その辺をもう少し説明していただけませんか。 

○委員長（広地紀彰君） 暫時、休憩いたします。 

休憩 午後 ０時０４分 

                                           

          再開 午後 ０時０５分 

○委員長（広地紀彰君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 今、図面を見て確認をしながらお話をさせていただきたいと思う

のですが、白老駅北観光商業ゾーン周辺図の真下に大型バス第２駐車場（38台）というのがござい

ます。西田委員がおっしゃっているのは右斜め下のゲートが付いている部分ということです。こち

らにつきまして、アイヌ民族文化財団としては、ウポポイの第２駐車場でゲートをくぐって１台当

たり500円、中の元々246台といっていたウポポイの中の西側に縦に長くポロト公園線に沿って整備

されている敷地内にある第１駐車場、こちらが246台あると思うのです。これが不足した場合の第２

駐車場ということで、こちらに図示しているところの右下側にゲートを付けてウポポイがそこを管

理するということになっています。あわせて西側の部分は職員が駐車場として利用している状況に

なっております。 

○委員長（広地紀彰君） ５番、西田祐子委員。 

○５番（西田祐子君） 第２駐車場にしているということになれば、ここから車を使った人たちが

どうやってこの道を通ってアイヌ民族博物館に行くかということなのです。ほかのところの観光地

であれば当然、誘導する人がいたりとかあるのだけれど、北海道としてはそういうこともきちんと

考えてくださっているのでしょうか。考えてほしいと思います。というのは周辺の人たちも大変だ

と思うのです。第２駐車場まで車を誘導して、さらにそこから人が来るということになってきたと

きに、人の家の軒先を歩くわけですから、迷わないでやってもらいたいと思います。職員のところ

は町有地だと思うのですけれども、アイヌ民族文化財団に貸しているのでしょうか。その辺はどう

なっているのですか。説明を聞いたことがない気がするものですから、説明をお願いします。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 基本的には第１駐車場には入れなかった方の駐車場でございます

ので、ここの部分を道なりに戻って行って公園通りを歩いていく形になるのかと思っております。

そこに誘導の看板があったかどうか、交差点に入ってくるところにはあると、基本的には看板自体

は一定程度、図示を既にされておりまして、第１、第２ということで駐車場を施設の外に促すとい

うことでございますので、これに対しては誘導員がついてしっかりお客様をご案内できる体制とい

うことで伺っているところでございます。 
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○委員長（広地紀彰君） 暫時、休憩いたします。 

休憩 午後 ０時０９分 

                                           

          再開 午後 ０時１０分 

○委員長（広地紀彰君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 何度もすみません。臨時駐車場に関しましては、町有地というこ

とで町とアイヌ民族文化財団で契約を締結して貸付けを行っている状況でございます。 

○委員長（広地紀彰君） これは一応、町の財産であるので、確認の意味を込めたご質疑だと思う

のですが、この対応について資料で後日、出していただくということで確認していただくことでよ

ろしいですか。 

 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 我々もここの部分については確認不足で大変ご迷惑をかけており

ます。ここの取扱いは有償、無償の部分と時期とか、そういった部分含めて後ほど資料にまとめて

配付して答弁に代えさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（広地紀彰君） ５番、西田祐子委員。 

○５番（西田祐子君） その他ということで、今回の活性化促進特別委員会ということなものです

から、明日から式典が始まって12日にオープンになって、白老町にいろいろな方々が来てくださる

ということになります。その中で宿泊施設関係がどうなっているのか、その辺はきちんと役場とし

て把握されているのかということだけなのです。なぜかというと、ゴートゥーキャンペーンという

ものがあります。道民割というのもあります。コロナの関係で国内の方々が国内に旅行に行くよう

にということで国が一生懸命やっていますので、白老町の宿泊施設はどういう状況になっているの

でしょうか。コロナの関係で大変厳しかったということもありますので、この機会にきちんとその

辺の対応もぜひしていっていただきたいと思います。 

 もう一つ、東町に施設があります。ヴィラスピカしらおいの温泉です。そこのところもいまだに、

あの状況になっていて全然話が進んでいないみたいなのですけれども、白老のまちの活性化という

ことを考えますと、あのままの状況にしておいてもどうなのかということも町民からも随分と意見

を言われますので、その辺もきちんと対策をしていただければと思います。 

○委員長（広地紀彰君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 現在、道民割が始まって、これ自体は６月28日から実施というこ

とでございます。それぞれの個店の状況をしっかりと手元では押さえてはおりませんが、ある施設

に聞きますと道民割のお金自体は一施設ごとの割当てになっているものですから、その施設で聞い

た部分については20万円弱の金額だったということですので、例えば１万円であれば5,000円で行

って、ほぼすぐなくなってしまうという状況だということでございます。これは登録制でございま

すので登録してないところについては、適用が受けられないということがございます。現状ですと

コロナの関係で、例えば６室があるホテルでいいますと、全体で２組しか受けられないように改修

をしているだとか、温泉とか旅館でいいますと８畳間くらいのところに２人ないし３人とか入られ
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る旅館も多いのかと思いますが、そこはシングルユースで使うなどということで、ウポポイの開業

に合わせてというよりは、コロナの関係で客室のソーシャルディスタンスとか感染予防で図らずも

逆に満室にならざるを得ない様子は、あるやに伺っているところでございます。 

 どのような答弁がいいのか分かりませんが、旧厚生年金保養ホームであるヴィラスピカしらおい

は、現状までに再開の動きというものはないということで答弁させていただきたいと思います。 

○委員長（広地紀彰君） 竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） ヴィラスピカしらおいの関係は、先ほどお話したように進展はないとい

いますか情報としては持ち合わせておりません。確認できる方法があればしていきたいということ

と、管理そのものは行われているということですので、持ち主はどこかに売却するのかどうか分か

りませんけれども、そういった形で管理自体はされているということなので、何らかの方法で情報

は探していきたいと思っています。 

○委員長（広地紀彰君） それでは、ほかの質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（広地紀彰君） 質疑なしと認めます。 

 それでは、これで質疑を終了いたします。 

 次回、本特別委員会の開催日は、正副委員長で調整し別途通知することといたします。 

 ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（広地紀彰君） ご異議なしと認めます。 

                                           

      ◎閉会の宣告 

○委員長（広地紀彰君） これをもって、本日の特別委員会は閉会いたします。 

                                   （午後 ０時１６分） 


